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TRI-STATE®はナショナル セミコンダクター社の登録商標です。

DS36C278
1回路入り 低消費電力 TIA/EIA-485差動入出力ライン・トランシーバ

概要
　DS36C278は、平衡伝送ラインでのマルチポイント、双方向、デジタ
ル・データ伝送用に設計された1回路入り差動入出力のライン・トラン
シーバです。CMOSプロセスで作られており低消費電力になっていま
す。
　DS36C278は TIA/EIA-422/485規格に適合しており、バッテリ電源お
よび消費電力を意識したアプリケーションに最適です。ICCは 500 µA

(Max)です。ドライバ・レシーバ出力は TRI-STATE®に設定可能です。
ドライバ出力は同相電圧－7V～＋12Vの範囲において動作します。ま
た、デバイス内部に異常な電力消費を引き起こすバス・コンテンション
やフォルト状態が続いた場合、内蔵のサーマルシャットダウン回路が
働きドライバ出力を高インピーダンス状態にし、デバイスを保護しま
す。
　レシーバはフェイルセーフ回路を内蔵しており、入力解放時には出
力は“H”状態になります（Note 1）。
　DS36C278Tは動作温度（－ 40℃～＋ 85℃）の製品です。

特長
■ RS-485に適合

–RS-485デバイス相互動作を保証
■ 低消費電力CMOSプロセス ICC： 500 µA (Max)

■ 電源ON/OFF時、グリッチがでない
–活線挿抜が可能

■ DIPおよびSOICパッケージで供給
■ 動作温度範囲： －40℃～＋ 85℃
■ サーマルシャットダウン回路

– 過度の電力消費があったときにデバイスを保護
■ 同相入出力耐電圧： － 7V～＋ 12V

■ フェイルセーフ機能（Note 1）
■ 128台までのトランシーバ接続可能（DS36C278）
（1/4ユニットロード）
■ 64台までのトランシーバ接続可能（DS36C278T）
（1/2ユニットロード）
■ 静電破壊電圧： 2000V以上（人体モデル）
■ LTC485、MAX485、DS75176、DS3695とピンコンパチブル。

Connection and Logic Diagram Truth Table

Note 1: 終端なし。オープン入力のみです。

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない場合があります。
        製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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8 絶対最大定格 (Note 2)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。

電源電圧（VCC） 12V

入力電圧（DE、RE*、DI） － 0.5V～（VCC＋ 0.5V）
同相電圧（VCM）
　ドライバ出力、レシーバ入力  ± 15V

入力電圧（DO/RI、DO*/RI*）  ± 14V

レシーバ出力耐圧 － 0.5V～（VCC＋ 0.5V）
最大パッケージ許容損失（PD）（周囲温度 25℃において）
　“M”パッケージ 1190mW

　“N”パッケージ  744mW

25℃以上の周囲温度で使用される場合は、
　Mパッケージ  9.5mW/℃
　Nパッケージ  6.0mW/℃
を減じてください。

保存温度範囲 －65℃～＋ 150℃
許容リード温度（ハンダ付け 4秒） ＋260℃

推奨動作条件

最小値 標準値 最大値 単位
電源電圧（VCC） ＋ 4.75 ＋5.0 ＋ 5.25  V

バス電圧 － 7 ＋ 12 V

動作周囲温度（TA）
　DS36C278T － 40 25 ＋ 85  ℃
　DS36C278  0 25 ＋ 70 ℃

電気的特性
　特記のない限り、推奨電源電圧範囲、及び温度範囲に適用します。（Note 3、4）
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電気的特性 (つづき)

　特記のない限り、推奨電源電圧範囲、及び温度範囲に適用します。（Note 3、4）

スイッチング特性
　特記のない限り、推奨電源電圧範囲、及び温度範囲に適用します。（Note 4、9）
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8 スイッチング特性 (つづき)

　（Note 4、9）

Note 2: 「絶対最大定格」とはこの値を超えるとデバイスの安全を保障できない値です。デバイスをこの規格値で動作する事を意味している
わけではありません。「電気的特性」の表にデバイスの実際の動作条件が示されています。

Note 3: 特記のない限りVOD1とVOD2を除いた以外、電圧はすべてグランドを基準としています。デバイスのピンに流れ込む電流はすべて正、
デバイスのピンから流れ出す電流は負と示されています。

Note 4: すべての標準値は、VCC＝＋ 5V、TA＝＋ 25℃の値です。
Note 5: ∆｜VOD2｜と∆｜VOC｜とは入力が“H”から“L”に変化したときに起こるVOD2とVOCの変化量を表しています。
Note 6: このデータシートの中でスレッショルド電圧の規定値の最大値、最小値は数値ではなく、代数的に表しています。
Note 7: ヒステリシスはVHST＝VTH－VTLで表しています。
Note 8: レシーバ入力電流 IINはドライバの TRI-STATEの漏れ電流も含んでいます。
Note 9: CLはプローブ容量と治具の浮遊容量を含んでいます。
Note 10: テストの詳細はRS-485規格を参照ください。

Parameter Measurement Information
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Parameter Measurement Information (つづき)
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TABLE I. デバイスピンの説明�

ピン番号�

電源　電源に接続。推奨電源電圧範囲＋4.75V～＋5.25V

名称� 説明�

レシ－バ出力�
RE＝“L”の時、レシ－バは能動状態で、バス入力DO/RI≧DO*/RI*が200mVならばレシーバ出力（RO）は�
“H”、DO/RI≦DO*/RI*が200mVならば“L”、オープンならばレシーバ出力（RO）は“H”（終端抵抗なし�
の状態）�
�レシーバ･イネーブル�
RE*＝“L”ならばレシーバは能動状態で、RE*＝“H”ならば非能動状態で出力はTRI-STATE。�
�
ドライバ･イネーブル�
DE＝“H”ならばドライバは能動状態で、DE＝“L”ならば非能動状態で出力はTRI-STATE。�
�
ドライバ入力�
DE＝“H”の時ドライバは能動状態で、DI＝“H”ならば出力DO/RIは“H”、DO*/RI*は“L”。DI＝“L”�
ならば出力DO/RIは“L”、DO*/RI*は“H”。�

グランド　グランド接続。�

非反転　ドライバ出力、レシーバ入力、非反転RS-485バス入出力端子。�

反転　ドライバ出力、レシーバ入力、反転RS-485バス入出力端子。�

RO

RE*

DE

DI

GND

DO/RI

DO*/RI*

VCC

1

2

3

4

5

6

7

8

ユニット・ロード
　RS-485のレシーバのユニット・ロードは、入力電圧に対する入力電流
のカーブによって定義されます。灰色の網掛けの部分は、定義されて
いる－7Vから＋12Vの動作範囲です。上側の、－3V、0mAから＋12V、
1mAで囲まれた部分は、1ユニット・ロードとして定義されます。同様
に下側の、＋ 5V、0 mAから－ 7V、－ 0.8 mAで囲まれた部分もまた、
1ユニットロードとして定義されます（Figure 18）。RS-485のドライバ
は、32ユニット・ロードをドライブする能力を有していますので、一対
のバスライン上に、32までのノードを接続することができます。ほと
んどのアプリケーションにおいて、この接続ノード数は十分かも知れ
ませんが、更に多くのノードが必要となる場合もあります。例として、
航空機の座席において、1列あたり4席ずつ、32列の席をとれるスペー
スがあるとき、128席分の席が確保できます。これらの席とメインス
テーションとの間を一対のバスで接続する可能性が生じます。このこ
とは、個々のシートから 1つのメインステーションの間において双方
向の信号の転送を必要とします。通常、航空機の一番後ろ、手洗所と
キッチン近くの列は、1つないし2つ席が少なくなっています。この空
いたスペースにメインステーションのノードを設置することが出来ま
す。
　DS36C278、DS36C279そしてDS36C280では、すべて 1/2ユニット・
ロードと1/4ユニット・ロードの選択がオプションで可能です。これら
のデバイスは、64ノ－ドまたは128ノードを用意し、保証される動作
温度範囲によって、どちらのオプションを選択するかが決まります。1/

2ユニット・ロードでは工業用温度範囲（－40℃～＋85℃）での動作が
可能となり、1/4ユニット・ロードでは民生用の温度範囲（0℃～＋70℃）
での動作が可能となります。

　はじめに、1/2ユニット・ロードのデバイスのオペレーティング・レン
ジの上下の境界がFigure 18に目盛り付で示されています。0mAのリ
ファレンス・ポイントは＋5Vと－3Vにあります。また、別のリファレ
ンスポイントは上限は、＋ 12V、＋ 0.5mA、下限は－7V、－ 0.4mAと
なります（Figure 18）。つぎに、1/4ユニット・ロードのデバイスのオペ
レーティング・レンジの上限と下限もまたFigure 18に示されています。
また、0mAのリファレンス・ポイントは、＋ 5Vと－ 3Vに同様にあり
ます。別のリファレンス・ポイントとして、上限は、＋12V、＋0.25mA

下限は、－ 7V、－ 0.2mAとなります（Figure 18）。
　1/2ユニット・ロードと1/4ユニット・ロードの利点は、一対のバスラ
イン上のノード数を増やすことが可能となることです。端末の数が32

を超える、シングルマスター・マルチスレーブタイプのアプリケーショ
ンの場合、DS36C278/DS36C279/DS36C280を使用することにより、リ
ピーターなどの特別なデバイス、特別なケーブル等のメディア、また
は抵抗等などのさらに必要となる部品が節約でき、または全てのコス
トにおいて節約が可能になるかもしれません。
　DS36C279と280は、更に特長を有しています。DS36C279には、消費
電力を意識したアプリケーションのために、自動スリープモードの機
能があります。DS36C280には、EMIを意識したアプリケーションのた
めに、スルーレートコントロール機能を備えています。スリープモー
ドとスルーレートコントロールの部分の詳細については、該当する
データシートのアプリケーション情報の章を参照下さい。

アプリケーション情報
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FIGURE 18. 動作範囲における入力電流対入力電圧
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外形寸法図 特記のない限り inches(millimeters)
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　本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。また掲載内容
は予告無く変更されることがありますのでご了承下さい。

生命維持装置への使用について
　弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品として使用す
ることはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用さ
れることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支持す
るものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用
された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与えると予想
されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべ
ての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置またはシステム
の不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが
予想されるものをいいます。

ナショナルセミコンダクタージャパン株式会社
本　社／〒 135-0042　東京都江東区木場 2-17-16　TEL.(03)5639-7300

製品に関するお問い合わせはカスタマ・レスポン
ス・センタのフリーダイヤルまでご連絡ください。

フリーダイヤル�

0120-666-116

ち
き
ゅう
にやさしい

みどりをまも
る

この紙は再生紙を使用しています

http://www.nsjk.co.jp/
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